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廣池千九郎は「最高道徳実行の第二根本精神」の一
つとして「他を救うにあらずして己れを助くるにある
ことを悟る」という格言を残している。他者に対して
道徳的なはたらきかけをすることは、他者の為という
よりも、むしろ自分の為になるというのである１。
最高道徳における「自分の為」とは、過去における
自分の道徳的負債を返済し道徳的過失を償うというよ
うに、贖罪的で受容的な心で自分の品性を高めていく
ことを意味している２。廣池によれば、他者への道徳
的はたらきかけの究極的な目的は、自らが「自己の真
の利益」を得ること、すなわち自分の「品性を向上、
完成させること」なのである。
廣池はまた、道徳の本質は犠牲的なものであるとし
て、「道徳は犠牲なり相互的にあらず」という格言も
残している。これは、道徳は本来的に犠牲的なもので
あり、相手や第三者からの感謝や返礼を期待して行う
べきものではないということである３。
この他に「忠誠に努力して要求せず」「自ら苦労して
これを人に頒かつ」などの格言が示すように、他者に
対する道徳的はたらきかけの「結果」については、そ
れを求めない、思わない、期待しないという心構えで
いることが大切であると廣池は教えている。他者への
道徳的行為は何らの「見返り」を求めず、期待せずに
行われるべきなのであり、「いま一段幸福になりたい」
という「積極的欲望」に基づく行為は利己心の現れで
あると廣池は言う４。
＊
最高道徳においては、自分の品性を磨き高め続ける
ことが、他者への道徳的行為の目的となっている。一
方で廣池は「最高道徳は、人心の開発及び救済という
ことを目的として、一切の精神作用及び行動を始むる
のであります。故にその道徳実行の動機が、常に相手
方と第三者との双方の幸福産出の上に存在しておるの
であります」とも述べている５。廣池によれば「最高
道徳は自己・相手方及び第三者のいずれにも幸福を与
えるを目的６」とするものであり、自分も良く、相手
も良く、世間も良くなること、すなわち「三方よし」
を理想としている。
井出元は、以下の廣池の遺稿を紹介している。「最
高道徳はいかなる場合でも、真に自分の助かる事、す
なわち幸福になる事を目的とするので、他人とか、社
会とかという事を眼中に置く事なしに、すべてを思考
し、決断し、実行するのです。真に自分の幸福になる
事ならば、他人と社会とは自分より前に、自分のため
に幸福を享くるようになっておるからです。すべてこ
の最高道徳の各項目、約百か条の意味でも、皆こうい
う心持ちにて解釈するのです７。」
これは、他者への道徳的行為すなわち「他者救済」
が「自己救済」につながり、「自己救済」が「他者救
済」をさらに促進するという善の循環を通じて、イン
ド大乗仏教中観派の祖である竜樹が述べた「他を利す
るとは即ち自らを利するなり」を体現することを意味
していよう８。
＊
私たちは自らの品性を向上させるため、「一には過
去の贖罪が出来、二には未来における積徳が出来ると
いう楽しみを含んで９」、現在の「今ここ」において、
身近な人々に対して道徳的に接していくことが大切だ
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ろう。しかしながら、国際社会と地球環境が大きく変
革・変動しつつある今日、私たちは、廣池の言う自分
と相手と世間という関係性の範囲を拡大し、グローバ
ルな視座を持つ必要があるように思われる。
廣池千九郎は「人類の生存、発達、安心、平和、幸
福の実現を目的とする学問１０」としてモラロジー
(moralogy)を創建した。世界の諸聖人の思想哲学を比
較研究し、そこに通底する質の高い道徳、すなわち「最
高道徳」を『道徳科学の論文』のなかで提示した学祖・
廣池千九郎は、比較文明学の開拓者とも言えよう。ま
た「人類の生存、発達、安心、平和、幸福の実現」を
目指すモラロジーという「道徳学」そのものが、新た
な文明の創出を目指す壮大な使命を帯びた文明論とも
言えるだろう。
２１世紀を生きる私たちが、他者との関係性のなか
で道徳を実行していくうえで持つべき視点として、つ
ぎの「３つの P」を提示したい。
１つ目の「P」は、同時代を生きる他の人々、人類
社会、すなわち「people ピープル」である。２つ目の
「P」は、地球の自然環境、すなわち「planet プラネ
ット」である。３つ目の「P」は、今後の世界を担う
子孫、すなわち将来世代、「posterity ポステリティ」
である。国内外で困難な課題・状況に直面している
人々、近代文明によって資源として搾取されてきた地
球の自然環境、そして、今後の世界を担う未来世代の
子孫に対して、共感的・利他的な眼差しを向けること
が必要である。この「３つの P」は、２１世紀における
「三方よし」の枠組みとも言えよう。
こうした視座を持ちつつ、私たちが目指すべきもの
は「人類の生存、発達、安心、平和、幸福」が実現さ
れる新たな文明社会である。京セラ株式会社名誉会長
の稲盛和夫氏は、人類は「利他の心」に基づいて、足
るを知るべきであり、「利他」に基づく生き方を選択
するのならば、欲望に基づく文明をはるかに凌ぐ、高
度で豊穣な精神的文明を築き上げることができると述
べている１１。
このような「利他の文明」を構築していくうえで重
要と思われる「７つの S」を提示したい。まず私たち
は自然と共生しつつ、現代文明の「持続可能性」
（sustainability）を実現していく必要がある。そのた
めには、現代文明を担ってきた人類社会が「自己反省」
（self-examination）し、「科学技術」（science）を「叡
智」（sapience）をもって運用していく必要がある。そ
して、大自然に対する畏敬の念を抱きつつ、自らの「精
神性」（spirituality）を高め、足るを知り、欲望を抑え
た「質素な生活」（simplicity）へと転換していくこと
が必要である。そして何よりも、一人ひとりが新約聖
書に登場する「善いサマリア人」、すなわち「利他的な
人間」になるべく、人類社会の「共感的な慈悲、思い
やりの心」（samaritanism）を深めていくことが求めら
れている１２。
この「３つの P」と「７つの S」は、「人類の生存、
発達、安心、平和、幸福」を実現し、自然環境とも調
和する「利他の文明」を築いていくためのキーワーズ
であり、人類が共に認識し実行すべき「地球倫理」の
枠組みになり得ると思われる。
＊
廣池は『道徳科学の論文』のなかで霊魂不滅説を提
唱している。品性の向上とは、私たちが自分の「魂」
を磨き続けていくことを意味しよう１３。私たちは日常
のなかで道徳の実践に努め「魂」を練磨し続ける一方
で、「変容の時代１４」とも言える今日、その視野を家族、
近隣、職場、地域社会から、国家、国際社会、地球環
境へと広げなければならない。廣池が悲願とする「人
類の生存、発達、安心、平和、幸福」を実現すべく、
「利他の文明」を構築するという文明論的な視座を持
ち、そこに参画していくことが求められている。
１０ 公益財団法人モラロジー研究所編『改訂テキストモラロジー概論』（廣池学園事業部、平成２１年）２頁。
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２９September２０１６．
１２ 日本聖書協会『聖書新共同訳』「ルカによる福音書」１０章２５節～３７節。
１３ 廣池千九郎『新版道徳科学の論文』第９冊６２～６４頁。中村元『自己の探求』７８～７９頁。
１４ 伊東俊太郎『変容の時代：科学・自然・倫理・公共』（麗澤大学出版会、２０１３年）。
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